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ミストで夏ノ暑サにも負けない雨よけホウレンソウの増収技術を開発 
 
１ 代表機関・研究統括者 

岩手県農業研究センター 小田島 裕 
 
２ 研究期間：令和３年度（１年間） 
 

３ 研究目的 

簡易なパイプハウスによる雨よけ栽培においても、ICTを活用した環

境制御技術を導入し、夏季高温期の安定生産や増収を可能とする技術

を開発することにより、ホウレンソウ産地の持続的な発展を図る。 
 

４ 研究内容及び実施体制 

①  夏秋雨よけホウレンソウの無遮光栽培技術の開発 

   ミスト加湿の収量・品質への影響、有効期間及び病害発生リスク等

を明らかにし、想定規模 32aに適したミスト装置の仕様を決定する。 
（岩手県農業研究センター） 

 

② 雨よけ栽培に適した環境制御システムの開発 

   環境制御コントローラ FARMATE の細霧噴霧制御の温湿度制御１系

統に加えて３系統の制御を実施できるようにし、150万円以下で多棟

雨よけハウスで利用可能なミスト噴霧制御システムを試作する。 
（岡山大学農学部） 

 

③ 動的湿度環境が成長に及ぼす影響の解明 

   周期的に湿度が変動したときのホウレンソウの環境応答について

明らかにし、制御システムや栽培管理の最適化につなげる。 
（福島大学農学群食農学類） 

 

５ 最終目標 

  ミスト導入により無遮光栽培で雨よけ夏秋ホウレンソウ（７月～10

月）の収量が３割向上できる栽培条件を明らかにし、コスト 150 万円

以下で多棟管理できる制御システムを１台試作するとともに、導入可

能なミスト装置の仕様を決定する。 
 

６ 期待される効果・貢献 

夏秋ホウレンソウの生産不安定要因の解決への道筋が明らかとなる

とともに、開発された技術は、全国の夏秋ホウレンソウ産地に展開し、

安定生産や持続的な発展に寄与することが想定される。 
【連絡先 岩手県農業研究センター 0197-68-4419】  
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